
　今年３月の東海村議会定例会において、元東海村長の須藤富雄さん、元東海村教育委員会委員長の照
沼信邦さん、清野医院元院長の故 清野欣一さんに、東海村名誉村民の称号を贈ることが決定されました。
　７月27日には贈呈式が行われ、山田村長から、照沼信邦さんご本人、そして須藤富雄さん･故 清野欣
一さんの親族へ、賞状と記念章、記念品が贈呈されました（右上写真）。
　東海村名誉村民は、社会の進歩に著しい功績を上げた方を讃える目的で、昭和59年に東海村名誉村
民条例を制定し、本村にゆかりのある方々へ「東海村名誉村民」の称号を贈ってきました。平成９年には、
初代東海村長の川﨑義彦さんと第２代東海村長の根本時之介さんが名誉村民に選定されています。

【問い合わせ】総務課総務法制担当（☎282-1711 内線1313）

社会の進歩に著しい功績を上げた３人に

名誉村民の称号を贈呈！

　昭和56年９月に初当選して以
来、連続４期にわたって東海村
長を務めました。
　この間、「原子力平和利用推
進･核兵器廃絶宣言の村」とし
て、原子力平和利用の推進に
努めるとともに、住民の生活
環境の向上を図るべくコミュ
ニティセンター、総合体育館、
村立図書館など教育･文化施設
等の整備、公共下水道をはじ
めとする生活環境の整備、国
民健康保険診療所の村立東海
病院への組織変更や保健セン
ターの建設等により福祉推進
機能の充実を図るなど数多く
の功績を残し、村政の発展に
尽力しました。

　東海村教育委員会委員長とし
て、29年間にわたり東海村教育
行政の先導的役割を果たし、在
任中には、学区の再編成と新設
校の建設により本村の学校教育
体制の礎を築きました。
　また、村民が一体となって
次世代を担う青少年を育成す
るという強い熱意と行動力に
よって「青少年育成東海村民会
議」を結成し、会長として「友情
の船」北海道研修の旅をはじめ
とした数々の活動をスタート
させるとともに東海村少年少
女合唱団の初代団長も務める
など、地域における青少年の育
成活動や生涯学習活動にも多
大な功績を残しました。

　本村の発足当時、医療体制の
整備と医師の確保が喫緊の課題
となっていた中で、本村に赴任。
昭和34年の東海村国民健康保険
診療所（村立東海病院の前身）の
開所以来、昭和56年までの多年
にわたり、医師として地域住民
の命を救い、健康を支えるとと
もに、所長として村の医療体制
の整備に尽力し、村民の健康管
理において中心的な役割を担っ
てきました。
　村内に開業後は、晩年まで、
村立幼稚園の園医、村立小中学
校等の学校医を歴任。医師とし
て優れた手腕を発揮し、子ども
たちの健やかな成長と、地域医
療に多大な貢献をしました。
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